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福島第一原子力発電所(1F)の汚染水処理から発生する廃棄物を、セメント等で固化処理する場合の放射性核

種濃度による上限値を評価する目的で、固化する放射性核種量と廃棄体温度の関係について、放射線輸送

コード及び熱解析コードを用いた解析を行った。試験概要及び得られた結果の一部を紹介する。 
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1. 緒言 

1F の廃炉作業では、多種多様な性状を有した固体廃棄物が大量に発生し、その処理処分が課題である。

廃棄物の安定保管と廃棄体化の実現の両方を兼ねた処理に適用可能な技術の抽出を行う上で、廃棄体仕様

の設定に必要なデータの取得が求められている。本研究では、廃棄体の発熱影響に着目し、廃棄体に含有

させる放射能の上限値を明らかにする。放射線輸送は PHITS コードを、熱伝搬は COMSOL コードを用い

て計算した。このコードを組み合わせて、廃棄物に含まれる放射能による廃棄体の発熱量を計算し、廃棄

体中の放射能量と廃棄体温度の関係を評価した。 

2. 解析概要 

解析条件は、廃棄物保管容器として 200L 鋼製オープンヘッドドラム缶を、固形化材料として普通ポルト

ランドセメントを設定した。解析対象の放射性核種は、1F の汚染水処理二次廃棄物である炭酸塩スラリー

に含まれる主要な核種の Cs-137、Sr-90、Co-60 とした。放射能量の解析範囲は、1.0×1011から 1.0×1017と

した。 

3. 解析結果 

単核種(Cs-137、Sr-90、Co-60)の放射能量による廃棄体中の温度変化は、図 1 に示すようになった。温度

制限値は、熱変質によりセメント系材料の放射性核種の収着性が低下するとされる 65℃とした。この温度

を超える放射能量(Bq/本)は、Cs-137 で 1.0×1014オーダー以上、Sr-90 で 1.0×1015 オーダー以上、Co-60 で

1.0×1013 オーダー以上となった。この結果から、炭酸塩スラリーの実測値[1]を基に、50wt%添加した場合

に相当する放射能が廃棄体に含有されていると想定したときのイン

ベントリは、Cs-137 は 4.1×108Bq/本、Sr-90 は 1.9×1012Bq/本となり、

これを図 1 に当てはめると温度上昇はないことが確認された。 
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図 1 放射能量による廃棄体温度の変化 
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